
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

技能 
ボールを持って走ったり、味方にパスをしたり、相手のタグを捕ったりする 

動きによって、攻防ができるようにする。 

態度 
練習やゲームに進んで取り組み、ルールを守って運動をしたり、場や用具の 

安全に気を配ったりすることができるようにする。 

思考・判断 
個人の課題をとらえ、得点に結びつくような動きを考えて、めあてを立てる 

ことができるようにする。 

 

 

２ ２年間を見通した評価計画 

 第５学年 第６学年 

評価規準 具体的な児童の姿 評価規準 具体的な児童の姿 

技
能 

・ボール運びができ

る。 

 

 

 

 

 

・ボールを運ばせな

い よ う に す る こ

とができる。 

○ 敵の動き を見な が

ら、かわしたり、味

方へパスをしたりし

ている。 

○パスを受け取りやす

い 場 所 に 動 い て い

る。 

○ 敵の動き を見な が

ら、タグを取ってい

る。 

 

・攻撃側や守備側プレ

ーヤーの動きを見な

がらボール運びがで

きる。 

 

 

 

 

・作戦に応じた動き（攻

撃時、守備時）がで

きる。 

○敵や味方の動きを

見ながら、かわし

たり、味方へパス

を し た り し て い

る。 

○パスを受け取りや

すい場所に動いて

いる。 

○チームの作戦をよ

く理解し、試合の

中で作戦に応じた

動きをしている。 

態
度 

・運動に進んで取り

組み、ルールを守

り運動したり、場

や 用 具 の 安 全 に

気 を 配 っ た り し

ようとしている。 

○ルールを守って練習

やゲームに進んで取

り組んでいる。 

○安全に配慮して準 

備・片付けをして 

いる。 

・運動に進んで取り組

み、ルールを守り助

け 合 っ て 運 動 し た

り、場や用具の安全

に気を配ったりしよ

うとしている。 

○ルールを守ってチ

ームで声をかけあ

い、練習やゲーム

に進んで取り組ん

でいる。 

○安全に配慮して協

力しながら準備・

片 付 け を し て い

る。 

思
考
・
判
断 

・得点に結びつくよ

う な 動 き を 意 識

し て 試 合 を し て

いる。 

○得点に結びつくよう

な動きを意識してめ

あてを立てている。 

・個人やチームの課題 

をとらえ得点に結び

つくような動きを意

識して試合をしてい

る。 

○個人やチームの課 

題をとらえ、改善

するめあてを立て

ている。 

 

単元名 タグラグビー（第５学年） 
 

運動の特性 

タグを取られないようにボールを手で持って相手をかわしたり、パスをつないだりしながら、ゴ

ールまでボールを運ぶことが楽しい運動である。守備側は、相手を進ませないようにしたり、パ

スをつながせないようにしながら、いかにボールを運ばせないことに楽しさを感じる運動である。 

 



３ 学習過程（全８時間）  

 知る・試す 慣れる・広げる 深める 

時 １ ２ ３ ４・５・６（本時） ７・８ 

学
習
過
程
の
工
夫 

 

 

 

 

 

①オリエンテー

ション 

②鬼遊び 

③ゲームⅠ 

（攻守交代制） 

 

 

 

 

 

①パス練習 

②ゲームⅡ 

（攻守交代制 

ボール１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

①ゲームⅢ 

(攻守混合) 

②振り返り 

 

 

 

 

 

①Ｍ ゲーム〈１〉 

②Ｔ 作戦タイム 

・練習 

③Ｍ ゲーム〈２〉 

 

 

 

 

 

 

①リーグ戦 

②振り返り 

ゲ
ー
ム
設
定
の
工
夫 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の進め方を知る 得点に結びつくよ

うな動きを意識し

て試合をする。 

得点に結びつく

ような作戦を立

てて試合をする

作戦を生かして

試合をしよう 集合・整列・挨拶・準備運動・ウォーミングアップ 

振り返り・整理運動・挨拶・片付け 

ここがねらい！ 

鬼遊びや簡単なルールの中でのゲ

ームを通して、タグラグビーの 

「かわす」「運ぶ」楽しさを感じさ

せる。 

 
・「はげまし・おたすけボイス」を設定す

る。（８時間目まで） 

※タブレット端末を資料的に提示し、客観

的に自分や友達の姿を見せる。 

（Ｔ 振り返り時 ３時まで） 

チームで１つ 

・攻守混合制 

・「しっぽ取りゲーム」を行い、新しいゲーム

に対する抵抗感を減らす。 

・ルールの工夫 

〈ゲームⅠ〉 〈ゲームⅡ〉 〈ゲームⅢ〉 

・ボールは  ・ボールは  ・ボールは 

一人１つ  チームで１つ チームで１つ 

攻守交代制 攻守交代制  攻守混合制 

・互いのゲームを

見取り、記録を

させる。 

・振り返りの時間

に、小ボードを

活用させる。 

ここがねらい！ 

個人のよさや課

題に合わせた攻

守を考えさせ

る。 

得点に結びつく

ような動きを意

識し、「守備」や

「攻撃」などチ

ーム力向上につ

なげる。 

 

・これまでの個人

の 課 題 解 決 を

生 か し て 試 合

をする。 

  

ここがねらい！ 

これまでの学

習を生かし、個

人のよさや課

題を生かした

作戦を考えて、

ゲームを楽し

ませる。 

ここがねらい！ 

肯定的な言葉かけやタブレット端末の画像を通して、

技能を高める。 

 



４ 本時の学習（６/８時間目） 

（１）目標   パスやランを使って、相手をかわす動きができるように

する。 

（２）展開 

過
程 学習活動 留意点 

よさの表れ 

（評価） 

は
じ
め
（
１
０
分
） 

１ 場、用具の用意。 

挨拶。準備運動。 

２ 学習のめあてを 

確かめる。 

 

 

 

 

 

 

３ ウォーミングアップ

をする。 

・キャプテンを中心に準備する物を

知らせておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「かわすため」にはどうするかを

意識させながら練習を行わせる。 

・友達と協力して、

準備をしている。

【態】 

な
か
（
２
５
分
） 

４ 対戦相手やコートを

確認する。 

５ M ゲーム〈１〉  

  ６分 

（３分で前後半交代） 

 

 

 

 

６ 作戦タイム・練習 

５分 

・ゲーム①の結果をもと

にチームで作戦を考

える。 

７ M ゲーム〈２〉 

  ８分 

（４分で前後半交代） 

 

 

・攻める時や守る時の方法を確認し

ながら行わせる。 

・試合に出ていない児童には、チー

ムメイトに「はげましボイス」や

「おたすけボイス」を伝えるよう

に促す。 

 

・「かわすために」どんなことがで

きたのか、また、できなかったの

かを話し合わせる。 

 

 

・良い動きをしている児童がいたら、

大きな声で称賛する。 

 

 

・ルールやマナーを

守ってゲームをし

ている。【態】 

・動きや気持ちが高

まるような声掛け

をしている。【態】 

（行動観察・カード） 

・パスを受け取った

り、空いている所

を見つけて動いた

りしている。【技】 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

８ 整理運動 

９ 振り返りをする。 

 ・よい作戦や動きを発表

し合う。 

10 挨拶 

場・用具の片付け 

・使った部位を中心に行う。 

・「本時のめあて」や「チームのめ

あて」をもとに振り返らせる。 

・友達やチームの良かった動きに 

ついて考えさせる。 

・安全に注意し、片付けさせる。 

・友達やチームの良

さや課題について

考えようとしてい

る。【思】 

 

５ 学習カード 

タグラグビー 個人カード 

 

タグラグビー チームカード 

１、今日のめあて 

 

 

 

２、作戦 

 攻め方                    守り方 

 

 

 

 

 

 

３、振り返り 

  ○よかったこと 

                                                

                                                

  

  ○反省点 

                                                

                                                

 

1 2 3 4

準備や片付けができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

友達と協力して練習や試合ができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

声をたくさんかけることができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

ボールを両手でパスすることができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

ボールを両手で受け取ることができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

走って相手をかわすことができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

作戦を理解して動くことができた ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△ ◎　　○　　△

　　　　　　　感想
・楽しかったこと
・がんばったこと
・友だちのよかったこと
・困ったこと
・次にがんばりたいこと
など

先生より

得点に結びつくよ

うな動きを意識し

て試合をする。 

 



６ 教師の指導・助言（○：評価規準に達していない児童 ◎：評価規準以上の児童） 

観

点 
学習状況 だれに 助言例 

技 

能 

ボ
ー
ル
運
び 

うまくパスができない 

ボールを落としてしま

う 

個人 ○両手で下から優しく投げ

よう。 

○両手でボールを包むよう

にキャッチしよう。 

どこにパスをすればよ

いか分からない 

個人 ○仲間の声を聞こう。 

○仲間がどこにいるか見つ

けよう。 

敵をかわすことができ

ない 

個人 

チーム 

○ボールを持ったら、少しで

も前に走ろう。 

○敵のいない所を探して走

ろう。 

○敵をかわす走り方にはど

んな走り方があったかな。 

◎相手の動きをよく見てい

るね。 

パスがつながらない 

 

個人 

チーム 

○パスする相手をよく見て

投げよう。 

○「○○さん、パス」と声を

かけよう。 

○三角形ができるようにボ

ールを持っている人の後

ろや横にいよう。 

守
備 

タグを取れない 個人 ○腰を低くして取ろう。 

○敵の動きをよく見よう。 

守備位置が分からない 個人 

チーム 

○相手とゴールとの間に立

とう。 

◎相手の動きをよく見て守

っているね。 

態 

度 

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い 

勝敗を受け入れられな

い 

個人 ○悔しいね。でも最後の挨拶

まできちんと出来る人は

立派ですよ。 

ルールやマナーが守れ

ない 

個人 

チーム 

◎ルールを守ってゲームを

すると、みんなが気持ちよ

くプレーできるね。 

○どんなルールがあったか

な。忘れていたらチームの

中で教え合おう。 

協
力
で
き
な
い 

友達の失敗を責める。認

め合えない 

個人 

チーム 

○友達が嬉しくなるような

声をかけよう。 

○相手を責めてもチームは

強くならないよ。どうすれ

ばいいか、教えてあげられ

るといいね。 

安
全
が
守
れ
な
い 

準備や片付け、集合に時

間がかかる 

個人 

チーム 

キャプテン 

○役割分担をしっかり決め

よう。 

◎自分のことが終わっても

他の人を手伝っている人

は立派だね。 

◎このチームは早いね。団結

力を感じるよ。 

思 

考
・
判 

断 

 

チ
ー
ム
の
特
徴
に
応
じ
た
作
戦
が
立
て
ら
れ
な
い 

ゲームの振り返りが 

できない 

個人 

チーム 

○どんなことがうまくでき

たのかな。また、どんなこ

とができなかったのかな。 

 前回のめあてやカードを

見て考えてみよう。 

○タブレット端末を見て、気

付いたことやよい動きは

あったかな。 

考えた作戦の意味が 

分からず、動けない 

個人 

チーム 

○どこにいればいいのかな。 

○どんな作戦なのか、チーム

の中で確かめよう。 

作戦が立てられない チーム ○どんなことが課題だった

かな。 

○点を取るためには、どうす

ればいいかな。 

○点を取られないためには

どうすればいいかな。 



 


